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志望理由

■ 留学経験を活かしたい（イギリス交換留学）

→英語を使うインターン（できれば海外）

■ 活動内容が広報

→リサーチスキルの向上

■ 途上国に事務所

→途上国を一度訪れてみたい

■ JICAという大きな組織、ハードなインターン

→精神面の成長

↓

開発分野に特化している必要はなかった
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スリランカについて
■ スリランカ民主主義共和国

■ 面積：北海道の0.8倍（6万5,610㎢）

■ 首都：スリ・ジャヤワルダナプラ・コッテ

■ 民族：シンハラ人（74.9%）

スリランカ・タミル人（11.2%）

インド・タミル人（4.1%）

■ 言語：シンハラ語・タミル語・英語

■ 宗教：仏教（70.1%）

ヒンドゥー教（12.6%）

イスラム教（9.7%）

キリスト教（7.6%）

■ 2009年、反政府組織との内戦終結

3



実習内容

■ 広報事務補佐

■ 北東部における社会調査（質問票作成）

■ プレスカンファレンス・メディアツアーの開催・運営

■ メディア関係者へのアンケート調査（質問票作成）

↓

■ スリランカ国内における広報活動への提言（報告書）

Word27ページ(16,000字)、Excelを使ったデータ分析

広報といえど一定レベルの専門知識は必要
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インターンシップの流れ

日付 内容 週末

9/3 コロンボ着、滞在先のゲストハウスへ コロンボ探索

9/5-10（第1週） 北東部出張 キャンディ観光

9/12-16

（第2週）
レポート作成、プレスカンファレンス・メディアツ

アーの準備・下見
コロンボ探索

9/20-23

（第3週）
プレスカンファレンス・メディアツアー開催、報告

書作成
お土産購入

9/25 コロンボ発、翌日成田着
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北東部出張（第1週）

■ 市民へのアンケート調査

■ 事業現場の視察
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プレスカンファレンス・メディアツアー開催（第2、3週）

■ 開催前

■ 会場の下見（キャンディ出張）

■ 当日の流れを各部門の担当者に確認、カウンターパートの連絡先を収集

■ 当日の資料や必要物の準備

→基本英語での業務

■ 当日

■ メディア関係者にインタビュー

■ 広報用の写真撮影

■ 通訳（失敗）
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プレスカンファレンス・メディアツアー
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一日の流れ（コロンボオフィス）

時間 内容

7:00 起床、準備

8:00 ゲストハウス出発、移動（徒歩orタクシー）

8:30 出社

12:30 昼休憩

13:30 勤務再開

17:30 終業（スリランカ人スタッフ帰宅）

19:00 退社（移動徒歩）

24:00 就寝
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学んだこと、反省点

1. 海外で働くことの難しさ

2. JICAの認知度が低いこと

3. 英語力不足、知識不足（開発、情報）→学生のうちにやるべきこと

4. 「仕事」はあらゆる分野の人、企業が関わっていること

→国際開発はJICA、NGOだけが関わる分野ではない

↓

将来の選択肢の幅が広がった

自身のキャリアへの影響
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ご静聴ありがとうございました。
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